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コミットメントゲームの均衡と
利潤関数の臨界点
村 田 省 三
Abstract
In this paper, we consider the equilibrium of games with observable
delay in Hamilton & Slutsky (1990)．The condition for the equilibria in
theorem 5 is still insufficient for determininng the order of commitment
games. In this paper, we give one solution to this insufficiency problem.
The essential point of this problem is that the critical point of the profit
function is not in the strategic field of the game as Amir model.





































































πB(PA, PB) の (PA, PB) は，コンパクト凸集合 (X(⊂R 2＋) 上で定義され，連
続微分可能とする。P CA, P CB は各プレイヤーの戦略コミットメント値，P SA,
P SB を同時手番均衡（第１期）に対応する戦略コミットメント値，P LA, P LB は，
各々，πA(PA, RB(PA))，πB(RA(PB), PB) を最大にする戦略コミットメン
ト値，対応の後手戦略値を P FA, P
F
B とする。RA(*), RB(*) は各プレイヤー
の最適反応関数，qA, qB(∈(0, 1)) はコミットメント確率である。なお，
(PA, PB) の定義域 X(⊂R 2＋) において，以下の成立を仮定する*3。














*3 これらは，HS (1990) での仮定とまったく同一である。


















































A B F S
F (25/18，7/9) (41/16，-1/8)
S (42/25，4/5) (25/18， 7/9)




















A B F S
F (1.38，0.77) (2.56，-0.125)



























































































































*5 これは，Pastine and Pastine (2004) で提示された証明法と密接に関連する内容であり，
戦略コミットメントゲームに混合戦略均衡が存在しないことを意味する。
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る。このような想定は，いわば結果的な想定であって，ゲームモデル設定者
に，そのような想定をしたという意識はないと思われる。
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